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■

小

畠

：

泰

：

,

1I
L
报
經
濟
恐
慌
が
如
何
.に
し
て
坐
じ
來
つ
た
.か
と
謂
ふ
間
題
に
對
し
て
、
種
々
な
る
解
答
が
與
ベ
ら
れ
る
け
れ
ど
も
、
そ
れ
等
の
解 

答
は
大
體
に
於
い
て
ニ
つ
に
分
類
さ
れ
る
。
換
言
す
れ
ば
二
の
立
場
か
ら
し
て
-
世
双
恐
慌
は
批
判
さ
れ
て
ゐ
る
。

一
は
そ
I
が
全
く 

坐

產

繼

か

ら

、
他
は
そ
れ
が
.流
通
手
段
た
る
金Q

g
g

給
關
係
か
ら
酸
成
さ
れ
た
と
見
做
す
。
勿
論
こQ

間
に
此
等
に
兩
過
程
起
つ
た 

結
猓
的
事
實
を
勝
合
し
て
、
そ
れ
を
原
因
だ
と
主
張
す
る
多
數
の
論
者
が
介
在
し
て
ゐ
る
が
0
流
通
過
程
に
原
因
を
見
出
す
論
者
は
、金 

木
位
制
の
動
撤
と
恐
慌
を
結
び
附
け
る
。
そ
し
て
金
本
位
制
は
そ
れ
自
體
と
し
て
新
な
る
救
濟
の
.道
を
開
き
得
る
.も
の
で
あ
り
、
進
ん 

で
そ
れ
は
贾
に
資
本
主
義
社
會
に
新
&-
る
繁
榮
を
約
柬
す
る
前
導
を
す
る
も
の
だ
と
考
へ
る
0
.三
一
年
の
金
融
恐
慌
か
ら
こ
の
種
の
論 

諸
の
聲
は
一
曆
大
き
く
な
つ
た
0
ヵ
ッ
セ
ル
、
ホ
ー
ト
レ
ィ
、
ヶ
！
ン
ズ
等
々
.が
其
の
先
頭
に
立
つ
て
ゐ
る
こ
と
は一

其
ふ
を
待
た
な
い
。

ヵ
ッ
セ
ル
の
意
見
は
其
の
中
で
も
最
も
轍
底
し
て
ゐ
.る
。
彼
の
最
近
箸「
世
猓
金
本
位
制
度
の
危
機」
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crisis 
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w
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r
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 system, 

being
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R
h
o
d
e
s

 .memorial lectures 

deliver

a.in 
Trinity term. 

1
9
3
2
.
)

に
は
、
金
本
胸
の
性
戴
の
變

0 

f
本
忙
:̂
'€
>

^

恐̂
督
.と
-'
0
關
係
、
金
本
位
制
改
造.の
■意
見
.が
簡
單
に
說
明さ
.れ
.て
ゐ
る
o
.
そ
れ
は
又
見
機
.に
ょ
つ
て
は
、「

}

九 

1

四

年

拟

後

ひ
.«
幣
及
び
外
國
爲
#/」「

國

際

聯

盟

.委

員

會

報

^.
書」

.
'及

冰

藤

截.ラ
コ
：
ノ
ミ
ス
ト(

昭
和
• 
二
.V
一
 

$
■
に
紹
介
さ
れ
た 

「

金
準
備
を
論
ナ.J

を
系
銃
的
に
掠
合
し
た
も
：の
で

■
あ

る

と

も

見

ら

れ

る

。

.

队

下
ハ̂

の

が

容

の

概

略

を

窺

っ

て

見

ゃ

ぅ。

'

:

彼

は

先

づ

「

金

本

位

，の

性

質

の

諸

變

化

」

に

於

S

て

、

金

-本

位

：の

史

的

發

展

釔

簡

取

に

将

察

し

て

「

金

本

位

制

度

の

性

質

の

.基

本

的
 

諸

變

化

は

、
.今
や

我

々

を

し

，：て
：此

制

度

が

自

動

的

に

作

用

じ

て

ゐ

る

，と

考

へ

ら

れ

た

事

情

ょ

a
 -

愼

m
な

る

統

制

に

服

す

ベ

き

事

情

.へ
： 

と

移

ら

し

め

た

2
7
)

と

述

.ベ
て
，ゐ

る

。：

起

源

的

に

見

る

と

、
：金

本

位

は

純

然

.

.
た
：
る

鑄

貨

と

考

へ

ら

.れ
、

自

FJ
1
鑄

造

■
•
.
溶

解

と
 

が

保

證

さ

：れ

、

.無
限

の

支

拂

手

段

た

る

.も
の
で
あ
つ
た
。

而

し

て

こ

〜

に

.於

い

て

の

み

其

の

流

通

土

の

原

則

.は

所

謂

自

動

的

調

節

に

ょ
 

つ

て

與

‘へ
ら

れ

た

。

ぬ

し

て

、

世

界

の

.太
部

分

；の

諸

國

が

金

本

位

'を
採

用

.し
た

け

れ

：ど

，も

、
，
而

も

金

準

備

な

き

紙

幣

を

使

用

し

、

金

に
 

對

す

る

全

.需

要

を

減

少

し

た

か

.ら
し

て

：、
.物

價

を

著

し

く

低

下

す

.る
こ

i
な

く

し

.て

li
t
界

の

貨

幣

制

度

を

金

の

上

に

㈣

き

得

た

の

で

あ
 

冬

。

こ

の

事

實

の

.中

に

、
.
.金
價

.値

に

對

：す

る

貨

幣

政

策

の

勢

力

の

漸

次

的

興

隆

の

端

緖

が

見

.ら
れ

る

。

?.2
-
3
)

こ

(0
.
.勢

ヵ

：を

助

長

一

じ
 

た

も

め

は

各

國

の

法

定

最

低

準

備

制

度

で

：あ

，つ
：
て

、

.こ
：
の

制

度

の

許

贮

.中

央

銀

抒

は

法

定

最

低

額

以

上

§
;̂
:
(0
.を
持

つ

，こ

と

に

土
 

智

|て
、
：：發

行

權

を

完

全

：：に

.行

使

し

得

る

？

さ

，私

ぼ

、

法

賺

備

金

が

紙

幣

0.
.
:現

實

的

流

逝

量

を

決

定

し

て

ゐ

る

ね

ヤ

は

な

ぐ

し

て

、 

中

央

銀

行

の

貨

幣

政

策

に

鉴

付

く

割

則

率

に

依

存

し

て

‘ゐ(

る

。

.そ

じ

て

：
、
：

.
-£
:€>
.場

合

.貨
幣

政

策

の

基

本

原

理

は

何

か

と

謂

に

、

通

貨

1
 

の

金

平

價

維

持

で

あ

つ

て

、

_

«!
#

の

意

義

は

'*
兌

換

を

通

し

ー

て

共

の

金

吊

價

を

維

持

す

る

：こ

と

を

保

證

す

る

所

の

'比
較

的

從

屬

的

な

_
; 

重

要

性

を

維

持

す

る

，に

過

ぬ

も

0
.で
あ

り

、

金

本

位

維

持

に

對

し

て

は

、

單

な

.斧

一

，
手

：
段

た

る
W

の

で

あ

：る

？

こ

：の

こ

と

^

、
：國

民

的
 

通

貨

.は
今

，や

.紙

幣

•
预

金

通

貨

以

外

の

も

の

：で

な

.い
こ

.と

.を
理

解

す

る

こ

と

に

ょ

つ

.て
明
瞭
と
な
る
。
故

に

-̂
監

理

通

貨

」

の

如

考

ば

今

. 

日

：に

初

つ

た

^

と
で
は
な
い
。

又

「

金

塊

本

位

J:..

る

か

「

金

爲

替

本

位

1-
'
.と1

K

ふ

名

稱

i

-3
フ
ン

.グ
：に

外

な

ぢ

ぬ

。

拔

て

金

本

位

に

'上

述
 

の

榇

な

樅

本

的

變

化

が

生

し

た

結

搌

、
.
金

本

位

_

の

發

座

は

>
'
:
世

振

各

國

：が

、

其

の

眞

意

_

を

理

解

し

、

協

同

的

に

、銃

制

す

る

と

と

に
 

懸

か

：つ

て

ゐ

る

に

枸

ら

ず

、
：金

は

、
::
各

國

の

純

然

た

;2
>
憤

習

的

觀

念

や

獨

斷

的

法

制

の

影

響

を

眞

と

も

.に
受

げ

炎

け

れ

は

な

ら

な

'か

つ 

た

。

.
：
金

準

徑

前

述

の

樣

.：に
紙

幣

を

換

办

保

證

で

あ

り

、

金

-

價

維

持

の 

一
¥

ほ

で

あ

つ

た

に

㈱
ら

す

、

，51
つ

恐
慌W

命
本
位
級
の
耸
^

一
：
 
ニ

，
 

C
5
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1

1

1

1

 

ニ
ニ
一 

o

i

i
 

.つ
，.た
迷
伊
か
，ら

し

て:

€
神
秘
的
.意
_
が
附
與
‘せ
.&
れ
、
，今
や
..手
段
：は
.目
的
と
.■化
し
、
金
本
位
埤
ち
通
貨
：の
金
平
價
維
持
^
謂
ふ
眞
の 

的
；は
背
後
^
沒
却
さ
れ
た
o
:
.
犬
戰
、は
、
斯
く
.の
如
，：き
迷
信
を
多
少
と
も
打
破
し
、
通
貨'(
0
値
値
は
そ
の
.流
通
爽
量
0
稀
少
性
に
依
乒 

::

す
^
こ
と
を
世
に
敎
ベ'た
の
で
あ
る
。

(
p
:
1
0
)

然
.る
に 

寧
ろ
&
{可
な
も
0
.で 

あ
つ
，
た

。

即

ち

、

'
.北
米
合
衆
國
は1

九
S

.年
の
デ
.フ
レ
：丨
シ
日
シ
を
通
し
て
、
金
價
値
を
戰
前
の
六
七
^
に
迄
引
上
げ
入
共
以
前
は 

/
s
i
o
ダ
；

K.

つ
.た
')

以
後
約
七
年
間
こ
れ
を
維
持
し
た.が
^
め
に
：.
.
.
_
こ
.の
點
に
、
.新
金
價
値
は
一
：定
の
安
定
を
示
す
こ
と
、
.な
り
、
■.金
本 

&

の
梭
活
を
.
§
¥
る
他
の
，諸
國
は
何
れ
も
、
其
の
物
偾
水
準
を
米
國
と

1

定
め
.
.比

率

を

保

，つ

檨
.に
.强
制
さ
れ
た
，

o
*

來
合
衆
國
：の
と 

め
安
定
は
彼
：に
：は
非
常
な
意
義
あ
る
こ
占
で
あ
る
”
何

故

な

ら

、
.，
こ

 

>
で
：
は

、.、支
拂
手
段
の
供
給
は
全
然
金
め.篇

と

.
は

獨

立

杧

統

間
 

‘
，
さ

机

從.つ
，
て,̂
.余
：の
價
値
が
、'か
く
如
：く
決
定
さ
れ
た
弗
の
，價
値
に
服
從
し
'て
ゐ
.る
か
.ら
で
あ
るO 
.余
の
.慎
値
の
-自
然
的
決
定
は
、
所 

f
J
i
i
/f
ri
-
F̂
r
の
，行
は
れ
る
自
は
金
市
場
の
成
立
を
前
提
と
し
て
.の
.み
可
能
で
：あ
る1
0 

■
然
る
に
今
や
そ
し
て
今
後
永
久
に_
Et
J
令
市
場 

•の
'.
a
き
は
望
ま
：れ
な
い

：

か
ら
し
てr.

將
來
の
金
本
位
制
は
、.常
に
愼
重
な；

る

〔

統
制
的〕

：影
響
に
從
ふ
所
の.本
位
即
ち「

統
制」

或
は 

■'
-
1管
理」

さ
れ
た
本
位
で
.な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
o」

9

1
6
)

そ
れ
で
は
ど
ぅ
123
C
ふ
風
に
管
：理
す
べ
き
で
あ
る
か
。
金
本
位
で
あ
る
が
爲
め
に 

一
は
ぁ
4

で
、
通
貨
を
金
.平
顧
に
於
い
.て
.維
持
す
る
こ
と
：が
其
の
主.要
目
的
で
あ
る
。
從
つ
て
、
こ
こ
で
は
、
.金
價
値
.の
.安

定

身

一 

0
叙
|

,檢
と
.す
べ
.き
で
あ
る
o
'所
が
_彼
の
.所
謂

-1
三
涔
說」

.

—
-金
懷
値
を
紲
持
す
る
爲
に
は
：、.年
々
：の
拿
業
量
の'靖
加
.と 

一
^:
す 

る
.ぉ
，f
ザ

々-の
^
^-
齡
坪
力
#
.は
'
.
.
金
旣
#
!.
の
.

一

一
ヌ
.な
る
こ
と
.を
必
要
と
す
る
.

一

一
に
對
し
て
現
在
^
-增
加
鸯
は
鸯
に
^
.
。̂:%J

が 

A

.，若
し
、
供
給
の
不.足
し
て
行
く
だ
け
需
耍
を.減
.少
し
て
行
く
努
力
.が
拂
は
れ
，ね

ば「

金
本
位
の
パ
ラ
，ド
ッ
ク
ス

」

^

s

n

 

:

:

|::
0

^
れ
ー.に
は
各
國
の
屮
央
銀
行
が
協
調
し
弋
撤
底
的
に
貨
|

の
金
の
節
約
|

;そ
し
'
.て
不
當
な
る
金
の
備
在
を
解
き
放
し1:
_
 

,
勒
ホ
名
供
給
'>
此
す
る
0
外
は
為
^—

ェ
.業
;[
]
の
金
需
要
ゃ
東
洋
及
び
印
度
に

(

於
け
る
1
嬰
を
|

し
得
な
^
か
ら
。
ぶ
が
ブ
ラ
ッ

(

セ
‘
'ッ

：

ル

會

議

や

ジ

-

ネ

バ

會

議

で

.反

覆

縷

說

し

セ

办

.る

.の

.は

ど

.：0

^

事

疼

過

き

な

'

4

各
國
の
密
局
者
の
即
に
轍
底
し
な
が0
恕
こ
ゼ
ば
遺
憾
至
極
衣
と̂

て
あ
る
。
：务
'1
.
^
1現
布

の

激

輕
.る
：恐
：慌
は
、
，恶
礎
的
：
(€
， 

.
铋
國
に
於
け
る
貨
幣
政
策
が;:
;
'こ
の
提
案
に
，乖
離
し::
-
*共
の
.不
¥
避
的
結
來
に
.1':

願
.
'も
與
べ
な
か
つ
.
.た
事
實
に
ょ
つ
'て
窗
さ
..れ
た
。
し 

.
:

(

1
>
.
:;
ぢ)

：
：と
'̂
所

謂

金

本

位0:パ
ー
ス̂

ッ
.ク
メ
.の
瑰
は
れ
セ
あ
る:0
そ
お
て
#
は
、
っ
現_

^
双
11
が
貨
幣
政
策
0

^̂

か
ら
し
て
^
じ 

.

來
つ
.た
狀
態
を
說
述a
、
x
恐
慌
の
發
股
が
f

^
ょ
0
.
:
て
如
何
に
制
約
せ'れ
て
：ゐ
る
が
を
見
る
讀
に、
：
^

:

*
缺

陷

，
に

泶

め

：た

ヒ

：と

.の
|
論
的
稂
據
ぞ
第
1
一章

：. 「

現
恐
慌
ぬ
分
拆」

-■
'
•に
：於
^
て
.示
ず
o
:'
'
:
' :

:;
/■
V 

一

■■
■.
.へ
一
じ- 

V
热

慌

ね

霖
g
當
つ
て
彼
ば
所
謂
景
氣
循
環
論
に
ょ
る
謙
明
方
法
を
第
冗
に
排
厣
ず
る

:°
こ
.れ
は
、

'
定
の
霜
期
的
囘
歸
性
を
攀 

•

的
平
均
が
ら
d
そ
樹
立
しV

?

理
論
の
核
本
本
に
置
い.て
：ゐ
る
o
で
あ
づ

ぜ

織

の

叢

然

醫

續

性

等

に

就

：.い
.て
倒
底
信
據
む
得
る
結
論
：を
引
出
1
得
な
い
：と

す

泠

：そ
れ
で
，は
彼
自
身
は
如
何
に
^
謂
4
^
^

:

先
^

:

®齊
的
發
展
,-
七
し
セ
：意
味
せ
馬
れ
名
嚷
の.に
就
.い
.て
明
瞭
尨
觀
念
を
得
：る̂
左
：が
必
要
だ
^
ず 

.前
；広
略
記
し
た
彼
の
三
夂
說
纪
外
な
あ
な
い
巧
猇
は
^

說̂
は
最
抵
細
育
準
備
銀
行
の
ズ
^
ィ
ダ
ー
氏
に
ょ 

:

ら
.れ
^

と̂
^
誇

笨
^
て

ゐ
.
。̂
：竺^
說

に

就̂

で
«
と

达
.で

.«
立

到

：
つ
：だ

說

朋

玄

す

.る

必

要

妨

歿

い
:0
-
—

こ

れ 

/ 

，
い
最
近
.

Q:

霞

'は
國
際
聯
盟
會
委
員
會
 5

中
間

報
告

「111 屐
111

.:f
p 食

:a
窆

Q

_
'o
e
i
e
g
a
t
i

:g
:-;
athe 

Financial.

-o
l
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!-
o
e
n
e
-s
.
.

1

9
ip
_
の
附
錄
に
、
敎
授
0「

金Q

供
給」

に
關
す：

洛
硏
究
報
告
：&
に
讀
べ
.も
柃
て
ぬ
.
^
-
:
—

.
:

動
態
經
濟
學
の
-目
的
は
、：こ
，
 

於
均
齊
的
發
展
土
に.波
狀
的
：.

K

直
じ
た
特
殊
：0
變
動
の
態
鐡
及
#
其
の
他
め
諸
原
因
克
採
康
す̂
や
と
^
资
^

姆
齊
的
發
展
は
理
論 

:的
觀
念
で
^

フ
て
-'
-
'幽
に
演
釋
的
方
法
杧
次
つ.て
(0
み
取
扱
灶
れ
る
:'
-°で
料
に
»

,1
>
て
ハ
^

«
は
馨
难
論
そ
離
れ
4 

.
歸
納
'W
访

姝

其

ネ

タ

て

：め

«
诹
^

^
名
ぜ
而
*^
て
：令
の
均
齊
的
發
德
意
味.す
る
所
は
、
コ
消
費
は
坐
產.
^

:

i
慌.

V
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I

本
位
I

I
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二

：四

i

三
八
.

〕

®

-&
き
述
度
を
以
つ
て
靖
如
し
、
新
規
實
質
資
本
の.節
約
^
創

造

も

同

樣

：で

あ

.る
こ

と

で

；
あ

つ

て

、

」(P. .57)

そ
れ
は
、
現
實
的
發
展
が. 

,1
1
£

「

常
な
.る
發
股
を
示
し
て
ゐ
る.か
否
か
，の
標
準
た
る
も
の

」

で
あ
る
9
均
齊
的
發
展
は
、

ス
ナ
ィ
ダ.1氏
£

つ̂
.て
大
戰
の
爲
め
夂_

«
 

折
せ
.ら
れ

，
た

が

そ

れ

は

約

八

年

間

把

亙

つ

て

、
遲

延

，
せ
，ら

れ

た

：
に

±
つ

て

、

一
九
一

j 
ニ

年

以

降

ー'.九
ニ
‘九
年
迄
は
其
の
正
：し
い
方
向
.を
も 

つ
て
：進
み
、
伺
年
に
於.い
て&

び
折
斷
せ
ら
れ
て
ゐ
るo
?さ
れ
ば
：現
.下
，の
世
报
恐
慌
は
一
：
九
ニ
九
苹
以
後
に
於v>

そ
れ
が
恐
慌
を
澈
し
た
の'で
あ
‘る
。
そ
れ
以
前
に
恐
慌
の
原
因
が.働
い
て
ゐ
た
と
は
睛
へ
：な
い
。
何
故
な
ら
、

-
そ
れ
以
前
は
.均
齊
的
發 

M
の
時
期
だ
つ
た
か
ら
！

一
九
 
一
^
年

以

降「

經
濟
的
發
展
上
の
最;?
>特
徵
的
な
形
態
は
：‘
.物
價
の
異
常
な
る
低
落
な
.る
こ
と
は
疑 

ふ
餘
地
が
な
い
。」

.̂ 

5
4
,
>
.

物
爾
の|

般
的
水
準
の
問
題
は.飽
く
迄
純
然
な
る
貨
幣
上'の
，問
題
.で
.あ
り
、
從
つ
て
、
貨
幣
的
性
胃
を
持 

つ
た
說
明
■に
.よ
つ
て
の
み
上
述
の
様
な
變
化
は
簡
明
に.な
し
得
る
0「

純

經

濟

的

：要
：
因

は

相

對

價

格

を

變

，化

す

る

こ

と

.は

出

來

る

が

_

對 

證

I:

般
的
物
價
の
高
さ
は
、
こ.れ
に
よ
つ
：て
は
決
定
さ
れ
な
いP
K
P
.
. 

5
4
)
：

こ
：れ
が
爲
め
に
彼
は
、
過
剩
坐
產
說
と
.、
過
剩
擴
張
說 

と
を
排
鞭
し
て
.ゐ
る
。

—.
九
ニ
艽
年
.の
.英
國
及
其
の
他Q.
諸
國
に
ぬ
げ
石
金
本
位
停|1
1
後
に
於
け
る
產
業
沽
動
の
沽
泥
は
毫
も
異
常
な.
 

も
の
で
は
な
く
し
て
、
所
謂
正
常
的
發
展
で
あ
つ
.て
、
こ
の
點
よ
り
し.て
、
過
剩
生
產
說
は
成
り
立
た
な
い
。
次
に
米
國
に
於
い
て
特
• 

妈
な
勢
ヵ
を
ぶ
め
て
ゐ
る
過
剩
獷
張
說
即
ち
、

」

ー
〇
年
代
の
来
國.經
濟
坐
活
の
黯
く
べ
き
發
展
は
、
大
體
に
於
い
て
同
國
の
信
用
機
糨 

の
ィ
ン
■フ
レ
I
シ
ョ
ン
の
結
艰
で
あ
づ
て
、
銀
行
爾
金
の..增
大
が
こ
れ
を
示
し.て
ゐ
る
と
し
、
同
期
中
米
資
の
輸
出
に
-よ
つ
て
齎
さ
れ 

た
外
國
の
繁
榮
も
同
機
に
人
爲
的
信
用
膨
脹
：に
依
#
し
て
ゐ
る

も

.

の
で
あ
つ
て
、
何
等
確
固
た
るも

.

の
で
は
な
くEf

晚
崩
壤
す
べ
き
も 

の
で
あ
つ
た
と
な
す
說
を
以
づ
て
、
荷
害
極
り
な
き
說
で
あ
る
と
.す
るp

ィ

ン

.

フ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
眞
義
は
、
支'拂

手

段

の

^

發

に

よ

る
 

物
價
の
高
揚
で
ぁ
る
に
拘
ら
ず
、
同

期

間

中-|
€
於
ぃ
，.て
.は
物
價
は
.、
平
準
を
維
持
し
て」
ゐ
る
o
又
鈒
行
爾
金
の
增
太
は、
世
界
的
傾
向 

で
.ぁ
っ
て
：、.
.個
人
の
1
接
投
.資

，の
：危

險

と

勞

カ

を

除

去

せ

ん

：
が

爲

め

，
で

.，ぁ

.る
0
,又
、

「

こ
：.
0
^
^

'を
有
す
る
的
要
素
に
よ
つ
て
不
斷
に
脅
か
さ
れ
て
ゐ
た
所
の
.支
拂
殘
額
の
均
衡
を
維
持
す
る
爲
め
の
唯

1
の
可
能
&
.
る

I

手
段
で
あ 

づ
ヒ
。
ー

「

づ
，
C N
S

而
し
て
、
彼
の
見
地
ょ

o

す
れ
ば
必
然
的
に
物
價
水
準
に
影
響
す
る

.

貨
幣
政
策
上
の

.

缺
陷
が
こ
の
支
#
^
額
の
蝴
领 

.

を
唯
诗
す
べ
き
佑
一
の
可
能
な
る
手
段
に
對
し
て
、
こ
れ
を
閉
塞
す
る
が
如
き
結
艰
を
生
す
る
に
至
つ
た
こ
と
は
、
物
價
水
準
を
急
激 

:

に
下
降
せ
し
め
た
眞
因
で
あ
り
、
同
時
に
、
世
^
的
恐
慌
を
勃
興
せ
し
め
た
原
因
で
も
あ
る
。
耍
す
る
に
彼
の
觅
地
ょ
り
す
れ
は
、
世 

报
恐
荒
は
、
共
の
經
濟
的
發
展
の
必
然
的
結
采
で
は
な
く
し
て
、
世
界
經
濟
の
活
況
從
つ
て
人
類
ー
舣
の
幸
福
と
安
寧
を
窗
す
べ
き
.主 

要
p i

の
指
導
奪
等

.

が
.共
の
責
任
に
無
理
解
で
あ
つ
た
：こ
と
が
主
要
な
原
因
で
あ
る
に
過
ぎ
な

'

い
。
然
ら
ば
そ
れ
等
の
無
責
任
は
如
何
に 

，
し

そ

酿

成

せ

ら

れ

’

金
本
位
を
崩
壤
せ
し
む
る
に
至
つ
た
か

^

.
彼
は
戰
後
に
於
け
る
金
の.運
動
の
.時
期
を
ニ
分
し
て
一：

九1
1

五
年
初
め
ょ
り
一九
一1

八
年
の
前
期
と
そ
れ
以
後
今
日
迄
•を
叙
含
す
る 

f 

I
に
分
っ
o
.前
期
ば
、
賠
償
金
の
終
局
受
領
國
た
る
佛
蘭
西
及
合
衆
國
に
於
け
る
穩
當
な
る
貨
幣
政
策

U

ょ
つ
て
V
換
言
す
れ
は
、 

前
盏
.の
症
W
の
資
本
輸
出
と
、
後
者
の
長
期
資
本
輸
出
と
に
ょ
づ
て
、
兩
國
へ
の
1>
額
の
：金
.輸
入
額
は
相
殺
せ
ら
れ
、
そ
れ
.は
資
本
生 

義
社
會
全
般
の
.繁
榮
を
保
持
す
る
も
の
で
あ
つ
た
。
然
る
に

1

九U

八
年
の
終
り
'か
ら
起
つ
た
.事
情
は
何
か
と
誰
ふ
に
、

一
.
W-
に
し
て 

請
へ
，は
< %
.0
_

在
で
あ
る
.。
ぞ
の
原
因
は
何
か
。
兩
國
の
貨
幣
政
策
が
單
に
一
國
だ
け
の
經
濟
上
の
立
場
か
ら

し

て

、

或
は
、
■
淺
墓
な 

國
斑
的
名
#
心
が
ら
し
て
、
金
本
位
制
の
許
に.於
け
る
常
道
を
履
踐
す
る
ご
と
を
忌
避
し
た
こ
と
に
#
す
る
。’
即

ち「

戰
债
の
受
.ts
it
, 

祭
し
、
其
の
T:
當
な
る
支
®
形
式
で
あ
る
財
貨
.を
以
つ
て
せ
ら
れ
る
こ
と
を
欲
し
な
か
つ
た
か
ら
し
て
、
，世
界
の
貨

m
用
金
往
高
に
到 

し
て
不
當
炫
る
需
要
を
坐
ず
る
■に至
か
、.
且
つ
、
受
領
國
は
、
其
の
蓄
積
し
た
金
を
正
常
に

〔

譯
容
-
—
ネ
シ
ア
.
.レ
丨
シ
"
シ
を
生
ぜ 

し
む
る
様
に〕

.用
ぅ
る
こ
と
に
失
敗
し
た
。•
.
.
.
.
.

こ
れ
は
.一
九
ニ
九
年
中
頃
ょ
り
の
物
憤
の
興
常
な
る
下
落
及
^-
其
办
後
に
生
じ
'た
金 

本
位
制
め
崩
壞
し
た
眞
因
で
あ
る
。

」

?

vr
2)

こ
：の
立
場
か
ら
じ
で
、.紐
育
聯
邦
準
備
銀
行
が
細
育
株
或
取
引
所
に
現
，は
れ
た
ニ
八
，

恐
慌
蒸
本
位
制
の
危
機
 

ニ

五

S

三
■二
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機
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ニ 
六

0
1三11:0)

以

來

鍪

機
_

當

對

荖

消

極

的

政
■

と
つ
.彥

宴

以

て

經

濟

過

程

蒙
 

: 

‘
合
衆
國
I

時

の

金

糖

金
I

f

ば
、
破
天
荒
な
ィ
芬
レ
：

视

銮

_

霧

の

I

I

道

¥

f

 C
鑛

f

於

い

そ

れ

は

I

民

的

滿

最

誇

€

し 

I

死
§

れ
た
。
'
:
此

等

露

國
.に
於
け
f

ン：.

フ
レ
丨
S

盏

策

裏

行

を

妨

げ

た

一

大心
理

的

原
因
は

"
^

欢>
、：

瀹

敎

徒

的

デ

フ

：

•レ
ィ
キ
.ョ
_

識
の
籍
向
が
：民

心

.
:

「

非

遒

に

智

a
g
r
l«'

麓

禁

：論

用」

.
さ
.れ
た
が
爲
め
に
.世

坭

篇

愤

蕩

，_

の
_.崩

壞

黯

機
-
^

か

聽

さ

れ

た

。

英

國

の

金

本

位

離

脫

を

機

と

他

の

過

去

_

來

健

含

る

震

を

示

し

S

た

諸

國

迄

：が

こ

：

(i 

て
證
し
靈
と

.は
、「

汆
盎
は

f
貨
幣
制
度
i
底
：A
レ

吃

■
全
な
1
と
を
示
f 
$

$
て
、
.
:

,金
價
身

安
定
は
愈
_

稽
|

金
獲
得
競
爭
I

め

鑛

め

ち

れ

爲

_

金

篇

前
に

.

於
警

如

あ
I

I

I

.

I

Q

5

(

s

l

i

:

j
韋

以

囊

蓮

貨

I

通

貨

莲

し
S

し
'て
佝
れ
i

界

は

.

「

馨

は

典

め

_
內
騰
凳
め
故

.に
'價
値
あ
る
通
貨
と

|
に
至
り
、更
に
英
國
に
對
す
る
愤
務
國
の
總
て
ょ
リ
、

•

_

る

I

露

が

當

然

生

：|

る

.
I

f

で

含

ぅ

。
へ
f

s

霞

多

分

他

の

，健

I

.

る

紙
幣
通

貨

ま

^
^
^

力

平

f

 

I

す

I

f

 

o

」

9

冷

>
く
金
：本

|

即

|

，
佛

に

於

营

^̂

TT

位
蔭
；

Q

そ
れ
に
迄
9
士
け
、
：其

鬆
.跟
は

盤

通

貨
_

余
^
價

">
'の
復
歸
と
&
る
^
ち
が
ひ
ー
な
い
0」

9
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:
3
7
:
>
:
:
:

斯

く

の̂

き

發

霉’

は
.f

:雙

券

は

あ

る'が
、
，
紙

幣

本

位

制

を

S

金

本

位

刺

へ'乘
り

換

へ̂

ヵ
1

水
準
に
或
社
望
金
し
，い
.
土
考
へ
片
れ
る
.水
準
：に
郅
達
'1
>
於
な
ぢ
ば
直
.ち
ぱ
金
_

〕
へ
.

^

^

る
.と
^ ;

私
信
ず
る
^

の(

が
あ
^

が
5
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1

1

-れ
は
皮
相
的
見
解
.だ

成

p
.

l
^

今
：̂

振
的
金
：本

位

制

度

技
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^

^擦
^

^

る
t
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.

.

.

. 

.

••
'■'

き
.れ

た

の

：で

あ
'る

か

ら.し
；
て
、
、
：

.

.ごV

の

制

度

の.復

活

は

^

若
以
ハ

 

'金
價
値
の
合
理
的
安
定|€
對
^
る
何
等
か
の
保
障
的
協
約
が
各
國
間
に 

#
緖

さ

れ

：効

カ

ー

を

坐

ず

岑

に

至

ら

^
け

れ

ば'.
>
.
.
棠

金

把0

ぞ

あ

る

ッ

保̂
^
項

の
.第
^
は
ぃ
各
主
要
國
問
^
於

け

.る

紙

歡

的

金

節

約
 

政
策
を
確
定
す
る
爲̂

の
_嚮

的

行

動

の
.
¥&:
:备
^
き
：こ
^
タ
第
ヨ
に
ば
、
職
時
：债
務
の
锗
奋
な
左
捧
引
き
,>
第
3
は
、
國
際
敗
金
本 

.依
ば
國
際
©

&
場
ぞ
前
提
.と
'ず
る
9 

近
來
熾
に
行
：味
み
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